
別紙 

西暦    年   月   日 

 

公  欠  届 
 

教員名 授業科目名 曜日・時限 

   

   

   

   

   

   

※ 行が足りない場合は、追加で公欠届を記載してください。 

 

学 籍 番 号  

学 部  

学 年  

氏 名  

 

私は、下記の事由で授業に出席できません（でした）ので欠席扱いにされませんようご了承ください。 

記 

１．事由（該当の□に✓を入れること） 

□ 学校保健安全法施行規則第18条に規定する感染症に感染した（おそれ） 

□ 気象警報・交通機関の運休等により通学が困難であった 

□ 親族の死亡（親族の続柄    ） 

□ 裁判員制度による裁判員又は裁判員候補者に選任された 

□ 教育実習・介護等体験への参加 （実習校又は実習機関名              ） 

  （教育実習・介護等体験に係る事前指導、打ち合わせ、移動日は除く。） 

 □ その他学長が必要と認める場合（事由：                        ） 

 

２．公欠となる期間 

 西暦    年   月   日（  ） ～ 西暦    年   月   日（   ） 

 

公欠届を提出された先生へ 

 本用紙に教務課の認印がついてあるものによって公欠を申し出た学生は、本学「東京外国語大学大学院・学

部における授業の欠席の取扱いに関する申合せ」で定められた公欠の事由に該当すると認められた学生です。

恐れ入りますが上記「２」の期間は授業に欠席したとはみなさないものとして取り扱い願います。 

なお、「東京外国語大学大学院・学部における授業の欠席の取扱いに関する申合せ」

では、一の授業科目について、公欠扱いとすることができる回数は、原則として、

当該授業科目の授業回数の4分の1を超えることができないものと定めています。

（教務課） 

 

  

教務課認印 

 



 


